公共施設の管理に関する協議書

　　年　　月　　日

住　所


申請者

氏　名
　　　　　　　　　　　　㊞
住　所
北葛飾郡杉戸町清地2-9-29

管理者

氏　名
杉戸町長　窪田　裕之
申請者　　　　　　　　　　（以下「申請者」という。）と管理者　杉戸町長　窪田裕之（以下「管理者」という。）は都市計画法及び杉戸町開発行為等指導要綱（以下「要綱」）に基づく開発行為等の工事により設置される公共施設の管理に関し、同法３２条の規定により、次のとおり協議しました。

１．開発区域に含まれる地域の名称・区域等

	開発区域に含まれる地域の名称
	杉戸町　

	開発区域の面積
	　　　　　　　　㎡

	予定建築物の
用　　途
	　　　　　　　　　　　
	区画等
	

	予定建築物の
使用別
新 た に 設 置 す る 公 共 施 設
	　自己用　　　非自己用


２．開発区域内に新たに設置される公共・公益施設
	番号
	公共施設の名称
	概要
	管理する者
	土地の帰属（所有者）
	摘要

	
	
	幅員(m)
	延長(m)
	面積(㎡)
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


３．開発区域外に新たに設置される公共・公益施設
	番号
	公共施設の名称
	概要
	管理する者
	土地の帰属（所有者）
	摘要

	
	
	幅員(m)
	延長(m)
	面積(㎡)
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


４．設計施工方法について

（１）公共施設の工事の施工については、条例、道路構造令、要綱（技術基準等）の指導によるものとする。

（２）公共施設の工事に関し、管理者が必要と判断する時は、その工事がこの協議書で定めるとおり行われているか否かについて、確認することができるものとし、申請者においてもこの確認を求めることができるものとする。

（３）町営水道については、町条例による手続きをすることとする。

（４）工事を廃止した場合、公共施設の復元は申請者が行うこととする。

５．帰属について

（１）申請者から管理者に対してする公共施設の引渡しは、工事完了検査に合格した後、遅滞なく行うものとする。

（２）所有権移転の登記は、嘱託登記とし、嘱託書の調整は管理者において行い、その他の事務及び必要な書類については、申請者が作成することとする。なお、登記に要する費用は、申請者が負担するものとする。
６．管理について

公共施設に故障があった場合の補修は、公共施設引渡し後２年間は申請者が行うものとする。

７．その他

この協議書に定めのない事項並びに事業計画の変更のある場合は管理者と申請者が協議のうえ定めるものとする。
